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新
宿
区
議
会
議
長

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
四
谷
子
ど
も
園
や
落

合
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
等
の
開
設
、

ま
た
、
今
後
２０
年
を
展
望
し
た
区

の
将
来
像
を
「『
新
宿
力
』
で
創

造
す
る
、
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い

の
ま
ち
」
と
す
る
新
基
本
構
想
、

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

区
議
会
に
と
り
ま
し
て
も
、
議

員
の
改
選
と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
で
し
た
。
区
民
の
皆
様
の
負
託

を
胸
に
、
本
年
も
一
層
透
明
性
の

高
い
議
会
を
目
指
し
、
全
議
員
が

議
会
活
動
に
邁
進
す
る
決
意
で
す
。

本
年
は
、
新
構
想
の
具
現
化
に

向
け
た
実
行
計
画
の
初
年
度
と
な

り
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
、
子
育

て
支
援
等
の
課
題
解
決
へ
の
強
力

な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、
４

月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
も
始
ま
り
、
自
治
の
真
価
が

問
わ
れ
る
区
政
の
変
革
期
を
迎
え

ま
す
。

さ
て
、
区
議
会
で
は
区
民
の
自

治
意
識
の
高
揚
の
中
で
、
区
民
の

権
利
義
務
を
は
じ
め
議
会
や
執
行

機
関
の
責
務
等
を
明
文
化
す
る

（
仮
）
自
治
基
本
条
例
制
定
の
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。
議
会
改
革

に
つ
い
て
も
更
に
進
め
る
決
意
で

す
。本

年
も
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

今定例会で可決した

■■区の進むべき方向性を明らかに 新たな基本構想を策定
その実現に向けた「総合計画の基本的事項」の審査で「連合審査会」を開催

今定例会では、区長提出と議員提出あわせて２３件の議案が可決されました。
区長提出議案では、平成９年度に策定した「新宿区基本構想」を見直し、今後も区民が安心して心豊かに住み続

けられる新宿区を実現していくため、新たな基本構想を可決。また、その実現のための総合計画を策定するに当た
って必要となる「新宿区総合計画の基本的な事項」を可決しました。この議案は総務区民・環境建設の２つの委員
会にまたがる内容であるため、２０年ぶりに「連合審査会」の形で２委員会合同による審査を行いました。 …………………………………………関連記事４面

連合審査会のようす

意見書
◆第４回定例会
１１／３０（金）…議会運営委員会、本会議（代表質問：共産・民主・

新無ク・社会・自民）
１２／３（月）…議会運営委員会、本会議（代表質問：公明・花マル、

一般質問）
１２／４（火）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教）
１２／５（水）…連合審査会（総務区民・環境建設）
１２／６（木）…常任委員会（総務区民、福祉健康、環境建設、文教）
１２／７（金）…特別委員会（防災等安全対策、自治・地方分権）、

自治基本条例検討小委員会
１２／１０（月）…特別委員会（議会・行財政改革）、議会運営委員会
１２／１２（水）…議会運営委員会、本会議（議案の採決、意見書の採決等）

●新年を迎えて各会派からのあいさつと会派構成…２、３面
●平成１９年度上半期の政務調査費と議長交際費の支出状況…４面
●ボリュームアップ！区政のここを問う
３ページの大紙面に、全質問議員の質疑を集約 ………５～７面

●今定例会で議決した意見書……………………………８面
●皆様から託された請願・陳情の処理状況………………８面
●（仮称）自治基本条例検討連絡会議を設置しました…８面
●友好提携都市伊那市を訪問しました……………………８面
●議会の活性化をめざして議員研修会を開催……………８面
●政治倫理条例等の改正と審査会委員の委嘱について…４、８面

■■産科・小児科医療
体制の充実強化を！

誰もが安心して出産、子育
てができる環境の整備を求め
る『産科・小児科医療体制の
充実強化を求める意見書』な
ど３件の意見書を議決し国会
等に提出しました。
……………関連記事４、８面

この度、新宿区新聞販売同業組合加盟の新聞販売店で議会だよりを手にすることができるようになりました。また、次号（平成２０年第一回定例会号、４月末発行）からは、発行日を５のつく日
（『広報しんじゅく』の発行日）に合わせ、配布もこれまでの新聞折込みや区施設での配布に加え、区内の主要な駅・スーパーにある『広報スタンド』にも置くこととしました。ご利用ください。

議会だよりがさらに身近に

議案



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
区
議
選
で
は
、
お
陰
様

で
区
議
会
第
一
党
に
返
り
咲
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
そ
む
く
こ
と
の
な
い

よ
う
、
全
力
で
区
政
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
は
基
本
構
想
を

受
け
て
新
宿
区
の
最
上
位
計
画
と

し
て
策
定
し
た
「
新
宿
区
総
合
計

画
」
の
具
体
的
な
実
現
に
向
け
て
、

区
民
の
皆
様
の
協
働
と
参
画
の
も

と
、
新
宿
区
と
し
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
年
に
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
自
民
党
区
議
団
は
区

民
の
皆
様
と
と
も
に
更
な
る
区
民

主
体
の
行
政
運
営
、
文
化
の
薫
る

安
全
で
安
心
な
新
宿
、
誰
も
が
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
新
宿
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
な

住
み
続
け
た
い
ま
ち
新
宿
を
目
指
し
ま
す

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

幹事長

宮坂 俊文
副幹事長

深沢としさだ桑原 公平下村 治生おぐら 利彦
４期

〒１６１‐００３１
西落合１‐２５‐１５‐３０１
（３９５１）９８４８

２期
〒１６１‐００３３
下落合１‐１６‐７
松田ビル１Ｆ
（５９８３）３３２２

４期
〒１６０‐００２３
西新宿８‐７‐６
（３３６６）００７１

２期
〒１６０‐００２１
歌舞伎町１‐２３‐１３
（３２００）７１８１

２期
〒１６０‐０００４
四谷１‐３
（３３５３）９０００

吉住 健一佐原 たけしひやま 真一吉住 はるお
２期

〒１６９‐００７４
北新宿４‐３０‐３
シャローム小池
２０３号
（５３３７）７６８０

２期
〒１６９‐００５１
西早稲田１‐１８‐１５
ヴェラハイツ
早稲田４０４
（３２０７）５２７１

１期
〒１６９‐００７５
高田馬場３‐２３‐１
YSKビル６０１号
（３３６６）３５７５

１期
〒１６２‐０８３８
細工町１‐８
ヴィラＫ２
３０２号室
（３２６０）３１０４

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
真
心
か
ら
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
、
９
名
全
員
が
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
決
意
新
た
に
、
区
政

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
年
は
、
区
民
の
皆

様
と
共
に
策
定
し
た
、
新
宿
区
の

２０
年
後
を
展
望
し
た
将
来
像
を
示

す
、
新
基
本
構
想
、
総
合
計
画
が

実
効
に
向
け
て
始
動
す
る
重
要
な

年
と
な
り
ま
す
。

公
明
党
は
、
本
年
も
「
大
衆
と

と
も
に
」
の
立
党
精
神
を
胸
に
、

「
公
明
党
は
素
早
い
」「
公
明
党
は

わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
い
る
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
、
行
動
第
一
で
、
皆

様
の
暮
ら
し
を
守
り
抜
き
ま
す
。

こ
の
１
年
、
区
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
ご
多
幸
、
ご
繁
栄

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
大
衆
と
と
も
に
」
を
原
点
に

行
動
第
一
で
区
民
の
暮
ら
し
を
守
り
抜
き
ま
す
。

新
宿
区
議
会
公
明
党

幹事長

とよしま正雄
副幹事長

小畑 通夫
副幹事長

赤羽 つや子くまがい澄子小松 政子
６期

〒１６０‐００１６
信濃町１１
五十嵐ビル５Ａ
（３３５３）８８１２

７期
〒１６９‐００７２
大久保２‐２９‐３
（３２０９）３４０９

３期
〒１６１‐００３２
中落合１‐２１‐３
（３３６６）０１６４

４期
〒１６９‐００７１
戸塚町１‐１０２
（３２０３）１８９２

３期
〒１６２‐０８２４
揚場町２‐１２‐２０８
（３２６７）５１１３

鈴木 ゆきえ有馬としろう中村しんいち野もとあきとし
３期

〒１６０‐００２２
新宿１‐６‐８
（３３５４）２７３０

２期
〒１６１‐００３２
中落合２‐１２‐２６
グランスイート
中落合１０１
（３９５２）８３５４

１期
〒１６９‐００７２
大久保２‐２‐２０‐５０２
（３２０２）１４７４

１期
〒１６９‐００７３
百人町３‐８‐１４
篠田方
（３３６８）５０３５

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
所
得
税
の
定
率
減
税

廃
止
や
住
民
税
の
増
税
な
ど
、
あ

ま
り
の
負
担
増
に
憤
っ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
４
月
か
ら
は
、
新
た
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
、

高
齢
者
の
負
担
が
更
に
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

区
民
の
負
担
が
増
え
る
一
方
で
、

区
の
財
政
は
黒
字
が
続
き
、
積
立

金
も
昨
年
よ
り
５８
億
円
増
え
４６２
億

円
に
な
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
、
豊
か
な
区
財
政
を
区

民
の
く
ら
し
応
援
の
た
め
に
活
用

し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
３０
人

以
下
学
級
の
実
現
な
ど
教
育
環
境

の
充
実
と
と
も
に
、
高
齢
者
も
障

害
者
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
新
宿
区
を
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

◆◆
議議
長長
・・
副副
議議
長長

７
年
連
続
黒
字
、
積
立
金
４
６
２
億
円
の

豊
か
な
区
財
政
を
活
か
し
、く
ら
し
応
援
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

団長

阿部 早苗
幹事長

沢田 あゆみ
副団長

田中のりひで
副幹事長

近藤 なつ子新新
宿宿
区区
議議
会会
議議
長長

新新
宿宿
区区
議議
会会
副副
議議
長長

３期
〒１６０‐００２２
新宿７‐１６‐１３
（３２０２）８６２２

４期
〒１６９‐００５１
西早稲田２‐１９‐１
共美ビル１０１
（３２０４）４４９１

５期
〒１６１‐００３４
上落合１‐１‐１５‐３０２
（３３６２）６３２６

４期
〒１６２‐００５２
戸山１‐１６‐１６‐３１０
０９０（４８４９）３２２７

くく
まま
がが
いい

澄澄
子子

桑桑
原原

公公
平平

松ヶ谷まさお雨宮 武彦あざみ 民栄川村のりあき
８期

〒１６２‐０８０１
山吹町３３３
カーネワセダ
４０１号
（３２６９）０４３３

５期
〒１６０‐００１７
左門町１２
ライジングプラザ
５Ａ
（３３４１）０６３４

３期
〒１６２‐００６２
市谷加賀町２‐６‐１
市ヶ谷加賀町アパ
ートＤ‐３０２
（３２６０）１４５６

２期
〒１６１‐００３１
西落合１‐３２‐１８
０９０（９３３０）９００４

本紙は、新聞（朝日・産経・東京・日本経済・毎日・読売）折り込みで配布しています。そのほか、主な区立施設などに置いています。

平成２０年（２００８年）１月１日 2No.２３４

各
会
派
あ
い
さ
つ

新
宿
区
民
の
皆
さ
ま
に
、
謹
ん

で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
区
議
会
選
挙
で
議
席
倍

増
、
参
議
院
選
挙
で
第
一
党
と
念

願
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
お
心
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
責
任
を
痛
感
し
て
、
区
政
発

展
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

本
年
は
全
国
初
の
住
民
自
身
の

手
に
な
る
新
「
新
宿
区
基
本
構

想
」
が
発
効
す
る
記
念
す
べ
き
年

で
す
。
問
題
は
、
作
っ
た
だ
け
で

は
意
味
が
な
い
、
区
民
各
層
の
切

実
な
願
い
を
着
実
か
つ
確
実
に
区

政
全
般
に
具
象
化
し
て
い
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
民
主
党
は
そ
の
た

め
の
実
施
策
を
独
自
に
検
討
し
て

行
政
に
要
求
し
、『
暮
し
良
い
新

宿
』
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
新
宿
区
の
憲
法
「
自

治
基
本
条
例
」
の
早
期
策
定
を
お

約
束
し
て
年
頭
挨
拶
と
し
ま
す
。

区
議
選
・
参
院
選
で
の
党
へ
の
期
待
を

着
実
に
新
宿
区
政
に
生
か
し
ま
す

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

団長

久保 合介
幹事長

志田 雄一郎小野 きみ子
１１期

〒１６２‐０８２５
神楽坂６‐１６
（３２６０）０６６９

３期
〒１６０‐０００７
荒木町１０‐１７
サンライズビル
２０３
（３３５５）０５４６

５期
〒１６１‐００３３
下落合４‐９‐１７
（５９８２）３０５０

すえき 亮おのけん一郎平間 しのぶ
１期

〒１６１‐００３３
下落合３‐７‐１１
（３９５４）０３６５

１期
〒１６２‐００５６
若松町２８‐１
シャングリラ早稲
田５０３
（３２０８）４６３３

１期
〒１６９‐００７３
百人町２‐５‐１
エクセルシオール
新宿西戸山６０２
（３３６５）０１０３

新
し
い
年
を
お
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

「
史
上
最
高
の
好
景
気
」
と
の
政

府
や
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
と
は
反
対

に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
実
感
は

ま
す
ま
す
不
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
所

得
格
差
は
、
二
十
年
前
に
は
十
八

倍
ほ
ど
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は

百
六
十
八
倍
。
雇
用
形
態
に
よ
る

収
入
格
差
は
生
涯
賃
金
で
二
億
円

か
ら
三
億
円
の
違
い
に
な
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
真
の
豊
か
さ
」
と
は
何
か
。
み

ん
な
で
議
論
し
、
追
求
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
末
端
自
治
体

の
新
宿
区
の
役
割
で
す
。

高
齢
化
。
少
子
化
。
地
球
温
暖

化
。
課
題
は
山
積
み
し
て
い
ま
す

が
、
力
を
合
わ
せ
て
前
へ
進
み
ま

し
ょ
う
。

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
政
治
家

は
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

寄
附
を
行
う
こ
と
は
、
特
定
の
場

合
を
除
い
て
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け

ま
せ
ん
。
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
贈

答
な
ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、
ぜ

ひ
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
真
の
豊
か
さ
」
を
求
め
、

私
た
ち
は
今
年
も
皆
様
と
共
に
歩
み
ま
す
。

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

幹事長

根本 二郎
副幹事長

のづ たけし
６期

〒１６０‐００２２
新宿１‐１９‐６‐５０３
（３３５３）８０５９

３期
〒１６１‐００３３
下落合３‐１６‐１５
エタニティー目白
７０１
（３９５４）３５７３

えのき 秀隆
４期

〒１６１‐００３２
中落合４‐６‐１１
（５９８３）８８１１

「
地
方
政
府
」
に
ふ
さ
わ
し
い

実
感
の
あ
る
区
政
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

議
員
報
酬
引
き
下
げ
、
議
員
年
金
廃
止

「
な
く
そ
う
議
員
特
権
」
に
ご
支
援
を

平 成２０年 第 １ 回
定例会のお知らせ

★★２月１９日から３月１９日までの予定
です。主な日程は、次のとおりです。
本 会 議 ２月１９日・２２日・２５日

３月１９日
予算特別委員会 ２月２６日～３月１０日
常任委員会 ３月１２日・１３日
特別委員会 ３月１４日・１７日
★★ぜひ傍聴にいらしてください。
★★手話通訳者または要約筆記者の配
置もできます。希望される場合は、
できるだけ７日前までに議会事務
局（�５２７３－３５３４）までご連絡くだ
さい。

幹事長

山田 敏行なす 雅之
１０期

〒１６０‐００１５
大京町２６
野口ハウス６０４号
（３３４１）３０７４

２期
〒１６２‐０８５１
弁天町８７‐２０３
（５２６１）８３１５

凡 例

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

写 真

会派役職

氏 名かわの 達男
当選期数

住 所

電話番号

５期
〒１６９‐００７２
大久保３‐７‐１１‐５０７
（３２０８）８３４０

No.２３４3 平成２０年（２００８年）１月１日



議案の概要と審議結果（賛成…〇 反対…×）
○第４回定例会（１１月３０日～１２月１２日）

政務調査費の収支報告をお知らせします平成１９年度上半期
平成１９年度上半期 政務調査費収支一覧 〔平成１９年４月分 １５期〕 ●政務調査費とは、地方自治法に基づき、

新宿区政務調査費の交付に関する条例を
定めて、議員（会派）が調査研究に使うた
めに必要な経費の一部として、会派に交
付される経費のことです。
●平成１９年４月の改選により５月から会派
構成が変わり、今号は４月分（１５期）と
５月以降（１６期）に分けて掲載しました。

◎収入……月額１５万円に会派の人数を乗じた金
額になります。（年度末又は改選の時点で交付
された政務調査費に残額が生じた場合は、区
に返還します。）

支出項目の説明

調査研究費
区の事務及び地方行財政に関する調査研
究及び調査委託に要する経費
【調査委託費、調査報告書等作成費、交通
費、宿泊費等】

研修費
研修会及び講演会の実施に必要な経費並
びに他団体が開催する研修会、講演会等
への所属議員及び会派の雇用する職員の
参加に要する経費
【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出席者
負担金・会費、交通費、宿泊費等】

会議費
調査研究のための各種会議に要する経費
【会場費、会場設営費、講師謝金、資料印
刷費等】

資料費
調査研究に必要な資料の作成及び図書、
資料等の購入に要する経費
【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、新
聞雑誌購読料等】

広報費
議会活動及び区政に関する政策等の広報
活動に要する経費
【広報紙・報告書等印刷費、送料、交通費等】

事務費
調査研究に係る事務遂行に必要な経費
【事務用品・備品購入費、リース料、通信
費、事務所費等】

人件費
調査研究を補助する職員を雇用する経費
【給料、手当、社会保険料、賃金等】

平成１９年度上半期 政務調査費収支一覧 〔平成１９年５月～９月 １６期〕

議長交際費の支出状況をお知らせします平成１９年度上半期
〔平成１９年４月～９月〕●議長交際費とは、議長が議会

を代表して各種行事や接遇関
係など対外的な活動をするた
めに要する経費です。
●毎月の執行額については、平
成１６年１月分から区議会ホー
ムページでご覧になれます。

※支出団体名等は、平成19年4月分
から区議会ホームページに掲載し
ております。

主 な 使 途

調査研究交通費、資料購入経
費
広報紙発行経費、区政報告会
開催経費など
資料購入経費、広報紙発行経
費など

広報紙発行経費など

資料購入経費、広報紙発行経
費など
調査研究交通費、広報紙発行
経費など
資料購入経費、広報紙発行経
費など

支出合計

８２，７５０

４２８，４１２

６７８，３３０

６００，０００

３３７，３８４

３００，０００

１４９，９００

２，５７６，７７６

支 出

人件費

０

３１８，４９０

２９０，０００

５９，５００

０

０

０

６６７，９９０

事務費

０

４４，０１８

３７，００５

２３，３１０

１２，８９６

１８０，５００

２１，９０１

３１９，６３０

広報費

０

４８，３２９

２６７，８６５

５１７，１９０

２９６，０６８

１１４，５００

１２６，１９９

１，３７０，１５１

資料費

８０，７５０

１７，１７５

６３，６５４

０

２５，７８０

０

１，８００

１８９，１５９

会議費

０

０

０

０

０

０

０

０

研修費

０

０

０

０

０

０

０

０

調査研究費

２，０００

４００

１９，８０６

０

２，６４０

５，０００

０

２９，８４６

収 入

１，３５０，０００

１，３５０，０００

１，２００，０００

６００，０００

４５０，０００

３００，０００

１５０，０００

５，４００，０００

会派
人員

９

９

８

４

３

２

１

３６

会 派 名

新宿区議会公明党

日本共産党新宿
区 議 会 議 員 団
自由民主党新宿
区 議 会 議 員 団
新 宿 区 議 会
無 所 属 ク ラ ブ
民主党新宿区議会
議 員 団
社会新宿区議会
議 員 団
新 宿 区 議 会
花 マ ル ク ラ ブ
合 計

議決結果
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意
同意
可決
可決
可決
可決
可決

花マル
○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

社会
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

新無ク
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

民主
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

共産
×

×

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

公明
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

自民
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

概 要
区行政の総合的かつ計画的な運営を図るため、新たな新宿区基本構想を定める。
新たな新宿区基本構想を実現するため、新宿区総合計画を策定するに当たり、その基本的な事
項について定める。
補正予算額 △２４４万４千円
補正の理由：児童福祉施設の耐震補強工事時期変更による減額、地域密着型サービス整備事業
者の公募による選定、木造住宅密集地区整備促進事業建替資金利子補給の取消しに伴う都補助
金の返納などに要する経費の計上
法律の改正に伴い、２０年度から次の教育に関する事務を、区長が管理執行することとする。
� スポーツ（学校体育を除く。）に関すること。� 文化（文化財保護を除く。）に関すること。
なお、次の条例の施設の管理者を区長に変更するとともに、文言を整理する。
� 新宿区立大久保スポーツプラザ条例 � 新宿区立区民ギャラリー条例 � 新宿区立新
宿スポーツセンター条例 � 新宿区立新宿コズミックスポーツセンター条例
生涯学習の振興を図るため、新宿区立生涯学習館を設置するとともに、その管理を指定管理者
に行わせることとする。なお、新宿区立社会教育会館条例は廃止する。
新たに策定する新宿区基本構想の実現に向けた体制を構築するため、部及びその分掌事務を再
編する。
法律の改正に伴い、新宿区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例（平成１９年第２
回定例会）の船員保険法に係る部分の改正規定の施行日を日本年金機構法の施行日に改める。
新宿区立高田馬場第一児童館の移転に伴い、位置を高田馬場三丁目３９番２９号に変更する。
新宿区立高田馬場第一児童館の移転に伴い、高田馬場第一学童クラブの位置を高田馬場三丁目
３９番２９号に変更する。
新宿区立高田馬場第一保育園の移転に伴い、位置を高田馬場三丁目１８番２１号に変更する。
受益者負担の適正化を図り、公平性を確保するため、助産の実施及び母子保護の実施を受けた
本人又は扶養義務者からの費用徴収額の一部を改定する。
スポーツに関する事務を区長が管理執行することに合わせ、公園内運動施設の管理に関する事
務を区長が行うこととする。
スポーツに関する事務を区長が管理執行することに合わせ、妙正寺川公園内運動施設の管理に関する事務を区長が行うこととする。
区立公園内運動施設の管理事務を区長が行うこととするため、所要の改正をするとともに題名
を改める。（題名：新宿区立公園における運動施設の管理及び運営に関する条例）
法律の改正に伴い、引用条項を改める。

東京都条例の改正に伴い、補償基礎額及び補償基礎額の扶養加算額の一部を改定する。

羽原清雅氏
布施一郎氏
次のとおり指定管理者を指定する。新宿区立女神湖高原学園…株式会社フジランド
審査請求に係る連署に関する規定を改めるほか、規定を整備する。

８面の決議・意見書の要旨をご覧ください。

議 案 名
新宿区基本構想について

新宿区総合計画の基本的な事項について

平成１９年度新宿区一般会計補正予算（第４号）

新宿区教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例

新宿区立生涯学習館条例

新宿区組織条例の一部を改正する条例

新宿区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正
する条例
新宿区立児童館条例の一部を改正する条例

新宿区学童クラブ条例の一部を改正する条例

新宿区立保育所条例の一部を改正する条例
新宿区助産の実施又は母子保護の実施に係る費用徴収条例の一部を改正
する条例

新宿区立公園条例の一部を改正する条例

新宿区立妙正寺川公園条例の一部を改正する条例

新宿区立公園内体育施設の管理運営に関する条例の一部を改正する条例

新宿区環境土木・都市計画事務手数料条例の一部を改正する条例
新宿区立の小学校、中学校及び特別支援学校の非常勤の学校医、学校歯
科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例
新宿区教育委員会委員任命の同意について
新宿区監査委員選任の同意について
公の施設の指定管理者の指定について
新宿区議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例
民法７７２条の嫡出推定に関する運用の見直しを求める意見書
取り調べの可視化の実現を求める意見書
産科・小児科医療体制の充実強化を求める意見書

予
算（
１
件
）

制
定（
２
件
）

改
正（
１１
件
）

人
事
の
同
意

（
２
件
）

そ
の
他

（
１
件
）
条
例
等

（
１
件
）

決
議
・
意
見
書

（
３
件
）

区
長
提
出
議
案（
１９
件
）

議
員
提
出
議
案（
４
件
）

主 な 使 途

調査研究交通費、資料購入経
費、広報紙発行経費など
調査研究交通費、資料購入経
費、広報紙発行経費など
区政アンケート関連経費、広報紙発
行経費、区政報告会開催経費など
調査研究交通費、資料購入経
費、広報紙発行経費など
研修会参加経費、広報紙発行
経費など
調査研究交通費、資料購入経
費、広報紙発行経費など
研修会参加経費、資料購入経
費、広報紙発行経費など

支出合計

６，３３９，１０８

５３７，４１８

４，８５４，６８２

３，３８８，３３６

６４８，２８６

１，３９７，４８５

４８３，７１０

１７，６４９，０２５

支 出

人件費

１，７２０，０００

０

２，１５６，４３２

３８０，５００

０

０

２０，０００

４，２７６，９３２

事務費

１，４９２，３３７

１６３，０７６

３７６，４４１

７７７，６４８

１１１，４５０

４９８，６０６

１９８，６５３

３，６１８，２１１

広報費

１，５７９，２８１

１１２，６２０

１，９５０，２５１

１，７７４，４０８

４７０，３７７

７４８，６７０

２２８，２３７

６，８６３，８４４

資料費

３７２，４８２

２４４，８２２

２４７，７２８

４６，５４９

４，１８９

４５，２０９

９，６００

９７０，５７９

会議費

３，０００

０

１６，０００

０

０

０

０

１９，０００

研修費

３，０００

０

０

０

６２，２７０

０

２７，２２０

９２，４９０

調査研究費

１，１６９，００８

１６，９００

１０７，８３０

４０９，２３１

０

１０５，０００

０

１，８０７，９６９

収 入

６，７５０，０００

６，７５０，０００

６，０００，０００

４，３５０，０００

２，２５０，０００

１，５００，０００

７５０，０００

２８，３５０，０００

会派
人員

９

９

８

６

３

２

１

３８

会 派 名

自由民主党新宿
区 議 会 議 員 団

新宿区議会公明党

日本共産党新宿
区 議 会 議 員 団
民主党新宿区議会
議 員 団
新 宿 区 議 会
無 所 属 ク ラ ブ
社会新宿区議会
議 員 団
新 宿 区 議 会
花 マ ル ク ラ ブ
合 計

合 計

金 額

５，０００

３１，０００

０

３３，０００

２０，０００

８９，０００

件数

１

４

０

３

１

９

接 遇

金 額

０

０

０

０

０

０

件数

０

０

０

０

０

０

弔 慰

金 額

５，０００

０

０

０

２０，０００

２５，０００

件数

１

０

０

０

１

２

見 舞 い

金 額

０

０

０

０

０

０

件数

０

０

０

０

０

０

会 費

金 額

０

３１，０００

０

３３，０００

０

６４，０００

件数

０

４

０

３

０

７

支出項目

支出先

町 会

地 域 自 治 体

商 店 会

各種関係団体

そ の 他

合 計

単位（円）

単位（円）

単位（円）
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川
村
の
り
あ
き

質
問

�
�ア
後
期
高
齢
者
医
療
の
診

療
報
酬
に
つ
い
て
、
今
検
討
さ
れ
て

い
る
方
向
で
高
齢
者
の
医
療
が
確
保

さ
れ
る
と
考
え
る
か
。
�イ
差
別
医
療

の
導
入
に
反
対
し
、
真
に
高
齢
者
の

医
療
を
確
保
す
る
診
療
報
酬
に
す
る

よ
う
早
急
に
要
望
す
べ
き
。
�
高
齢

者
医
療
の
保
険
料
は
８
割
以
上
の
人

が
現
行
国
保
料
よ
り
負
担
が
増
え
る

と
推
測
さ
れ
る
。
�ア
高
齢
者
へ
の
経

済
的
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。
�イ
国

・
都
に
財
政
支
援
を
求
め
、
な
お
現

行
国
保
料
を
上
回
る
場
合
は
一
般
財

源
拠
出
で
保
険
料
を
抑
制
す
べ
き
。

�
資
格
証
明
書
の
発
行
に
際
し
て
は
、

区
の
独
自
判
断
で
の
十
分
な
検
討
が

で
き
る
の
か
。
発
行
は
す
べ
き
で
な

い
と
考
え
る
が
。
�
健
診
事
業
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
無
料
で
行
い
、
葬
祭

事
業
は
国
保
の
支
給
水
準
を
下
回
ら

な
い
よ
う
早
急
に
決
断
す
べ
き
。

答
弁

�
�ア
議
論
が
十
分
尽
く
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。
今
後
も
動
向
を
注

視
。
�イ
全
国
市
長
会
と
し
て
既
に
要

望
。
広
範
な
意
見
を
基
に
し
た
診
療

報
酬
体
系
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

�
�ア
影
響
大
き
い
と
認
識
。
�イ
国
や

都
の
動
向
注
視
し
つ
つ
対
応
。
�
区

の
意
見
を
十
分
反
映
す
る
仕
組
み
と

な
る
よ
う
広
域
連
合
と
協
議
。
�
広

域
連
合
で
決
め
た
健
診
事
業
の
自
己

負
担
額
は
区
が
負
担
す
る
方
向
。
葬

祭
費
も
支
給
す
る
方
向
で
検
討
中
。

病
児
保
育
導
入
と
保
育
料
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て

質
問

�
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た

今
後
の
対
策
と
計
画
は
。
�
区
は
病

後
児
保
育
拡
大
と
病
児
保
育
実
施
に

取
り
組
む
べ
き
。
�
渋
谷
区
は
保
育

料
の
大
幅
な
値
下
げ
に
取
り
組
み
、

世
田
谷
区
等
は
第
３
子
以
降
の
保
育

料
は
無
料
に
。
新
宿
区
も
現
在
の
財

政
状
況
な
ら
充
分
可
能
で
は
。

答
弁

�
引
き
続
き
認
可
保
育
園
の

定
員
拡
大
、
認
証
保
育
所
整
備
等
受

け
入
れ
枠
の
拡
大
の
他
、
延
長
保
育

等
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
待
機

児
童
解
消
に
努
め
る
。
�
病
後
児
保

育
は
現
状
２
園
に
加
え
新
た
に
２
園

で
実
施
予
定
。
今
後
派
遣
型
も
含
め

検
討
。
病
児
保
育
は
万
全
の
体
制
確

保
の
た
め
実
施
形
態
や
経
費
等
考
慮

し
、
医
師
会
と
も
十
分
協
議
・
調
整

が
必
要
。
�
保
育
料
は
他
区
の
状
況

を
注
視
し
保
護
者
負
担
の
あ
り
方
や

影
響
等
踏
ま
え
今
後
十
分
検
討
す
べ

き
。
第
３
子
以
降
の
保
育
料
は
全
体

の
見
直
し
の
中
で
検
討
す
べ
き
。

西
武
新
宿
線
開
か
ず
の
踏
切
解
消
と

中
井
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

質
問

�
都
は
中
井
〜
野
方
駅
付
近

の
連
続
立
体
交
差
事
業
を
計
画
。
区

は
地
下
化
の
住
民
要
望
を
ま
と
め
、

関
係
機
関
に
要
望
を
。
中
井
駅
周
辺

で
南
北
の
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
検

討
し
、
中
井
〜
高
田
馬
場
駅
間
の
事

業
化
も
要
望
す
べ
き
。
�
中
井
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
実
現
に
向
け
関
係

機
関
と
連
携
し
可
能
性
を
探
る
べ
き
。

臨
時
の
北
口
設
置
を
含
め
、
緊
急
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
調
査
検

討
を
西
武
鉄
道
に
提
案
す
べ
き
。

答
弁

�
動
向
踏
ま
え
必
要
な
要
望

行
う
。
中
井
駅
周
辺
は
地
区
整
備
基

本
計
画
実
現
へ
検
討
。
高
田
馬
場
駅

ま
で
事
業
化
要
望
。
�
可
能
な
方
策

を
検
討
中
。北
口
改
札
は
設
置
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
た
め
中
井
富
士
見
橋
架
け

替
え
時
の
設
置
を
西
武
鉄
道
に
要
請
。

こ
の
他
「
高
齢
者
の
介
護
」、「
資

源
・
ご
み
の
新
し
い
分
別
方
法
と
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
」、「
牛
込
地
区
の
学
校
適
正
配

置
と
少
人
数
学
級
等
」
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

す
え
き
亮

質
問

保
護
者
か
ら
の
病
児
・
病
後

児
保
育
の
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
高
ま
っ

て
い
る
。
�
区
で
は
病
気
の
回
復
期

に
あ
る
子
ど
も
の
保
育
を
実
施
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。
�
病
気
の
急
性
期
に
あ
る
子

ど
も
の
保
育
を
区
が
積
極
的
に
進
め

て
い
く
べ
き
。
早
急
に
検
討
を
。

答
弁

�
計
画
中
の
高
田
馬
場
第
一

・
中
落
合
第
一
保
育
園
で
も
実
施
を

予
定
。
派
遣
型
も
含
め
検
討
。
�
子

ど
も
の
症
状
の
急
変
リ
ス
ク
を
想
定

し
た
万
全
の
受
け
入
れ
体
制
確
保
が

不
可
欠
。
検
討
に
は
利
用
状
況
、
必

要
経
費
、運
営
主
体
も
考
慮
し
、医
師

会
と
の
協
議
を
重
ね
、
調
整
が
必
要
。

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
児
童
へ
の
学
習
支
援
を

質
問

�
外
国
人
居
住
者
が
増
加
す

る
中
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
児

童
等
の
学
習
支
援
策
と
し
て
幼
稚
園

や
小
中
学
校
に
日
本
語
適
応
指
導
員

を
派
遣
し
て
い
る
が
、
指
導
内
容
の

改
善
を
は
か
り
、
さ
ら
な
る
事
業
の

拡
大
を
し
て
い
く
べ
き
。
�
保
護
者

と
連
携
を
取
る
た
め
に
、
英
語
以
外

に
も
母
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
言
語

に
よ
る
配
布
物
の
作
成
支
援
な
ど
を

行
う
べ
き
。
�
日
本
語
学
習
支
援
策

は
学
校
外
に
お
い
て
も
重
要
。区
で
は

協
働
事
業
と
し
て
学
習
支
援
策
を
実

施
し
て
い
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

�
よ
り
効
果
的
な
指
導
方
法

や
時
間
数
等
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業

の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
。�
現
在
、学

校
で
の
面
談
時
の
通
訳
派
遣
や
お
便

り
等
の
翻
訳
を
実
施
。
保
護
者
あ
て

連
絡
文
書
の
対
訳
集
を
今
年
度
は
韓

国
語
版
を
配
布
す
る
予
定
。
�
来
年

度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
と
し

て「
外
国
籍
児
童
・
父
母
へ
の
教
育
支

援
と
居
場
所
作
り
」
の
実
施
を
予
定
。

え
の
き
秀
隆

質
問

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い

た
広
報
の
研
究
や
運
営
に
、
改
革
や

工
夫
を
行
う
、
と
い
う
時
代
の
要
請

に
、
区
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。
�
個
人
情
報
流
出
の

原
因
と
し
て
は
、外
部
的
な
要
因
よ
り

も
内
部
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
が
は

る
か
に
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。内
部
的
な
要
因
に
よ
る
個
人
情
報

流
出
に
つ
い
て
、区
の
今
後
の
対
策
は
。

答
弁

�
HP
の
全
面
的
見
直
し
を
行

う
。
様
々
な
情
報
を
ネ
ッ
ト
上
で
提

供
す
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開

設
を
検
討
。
�
様
々
な
技
術
的
対
策

や
研
修
等
教
育
対
策
を
実
施
し
、
対

策
を
講
じ
て
い
る
。今
後
も
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

理
解
を
得
ら
れ
る
組
織
編
成
を

質
問

組
織
編
成
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
区
民
へ
の
周
知
と
そ
の
方
法
に

つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁

「
広
報
し
ん
じ
ゅ
く
」
に
て

特
集
を
組
む
ほ
か
、
HP
の
活
用
、
各

所
管
課
か
ら
関
係
団
体
へ
の
説
明
等

区
民
へ
の
周
知
に
は
万
全
を
期
す
。

高
齢
者
の
負
担
を
増
や
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
４
月
導
入
は
中
止
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

中井駅は改札が１か所 南北を隔てる開かずの踏切育児と仕事の両立のために病児保育を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
広
報
の
充
実
を

新
宿
区
議
会
無
所
属
ク
ラ
ブ

利用しやすい便利なホームページに
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か
わ
の
達
男

質
問

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
多
く
の
問
題
が

あ
る
。
�
国
・
都
か
ら
の
一
層
の
財

政
支
援
を
。
�
保
険
料
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
は
行
き
過
ぎ
と
の
声
が
あ

る
が
。
�
低
所
得
者
に
区
独
自
の
軽

減
措
置
や
支
援
を
。
�
国
保
へ
の
影

響
も
大
き
い
が
、
対
処
は
。

答
弁

�
必
要
な
対
応
を
す
る
。
�

実
施
は
適
当
だ
が
、
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
。
�
広
域
連
合
の
対
策

等
の
推
移
を
注
視
。
�
相
当
な
影
響

見
込
ま
れ
る
の
で
、
動
向
を
注
視
。

ひ
や
ま
真
一

質
問

�
災
害
時
の
避
難
所
で
は
地

区
住
民
の
自
主
的
な
運
営
が
原
則
。

そ
れ
だ
け
に
、
避
難
所
の
指
定
は
地

区
住
民
の
納
得
が
必
要
だ
が
、
一
つ

の
町
会
が
別
々
の
避
難
所
に
別
れ
る

状
況
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
地
区
割

り
に
住
民
の
意
向
は
反
映
さ
れ
る
の

か
。
�
災
害
時
の
水
の
確
保
に
落
合

浄
水
場
の
浄
化
水
の
利
用
は
。
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�
一
時
避
難
所
の
指
定
は
各

組
織
の
意
向
を
も
と
に
各
避
難
所
運

営
管
理
協
議
会
が
決
定
す
る
。
し
か

し
収
容
人
員
に
限
度
が
あ
り
、
二
つ

に
分
散
す
る
こ
と
も
あ
る
。
納
得
の

い
く
よ
う
説
明
し
調
整
を
図
っ
て
い

く
。
�
浄
化
水
は
西
新
宿
地
域
の
ト

イ
レ
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
災
害
時

の
利
用
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
飲
料
水
へ
の
利
用
に
は
水
質
基

準
の
問
題
が
あ
る
。
生
活
用
水
と
し

て
の
利
用
を
申
し
入
れ
た
い
。
災
害

時
の
飲
料
水
に
は
、
新
宿
中
央
公
園
、

鶴
巻
南
公
園
、百
人
町
ふ
れ
あ
い
公
園

の
応
急
給
水
槽
に
計
２
万
７
千
ト
ン
、

一
人
一
日
換
算
で
９００
万
人
分
を
確
保
。

産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

質
問

本
年
７
月
区
内
１１
業
種
、
４,０９６

事
業
所
の
回
答
を
ま
と
め
た
「
新
宿

区
産
業
実
態
調
査
報
告
書
」
が
発
表

さ
れ
た
。
立
地
環
境
は
「
良
好
」
と

評
価
。
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
後
継
者

が
い
な
い
と
す
る
回
答
が
高
い
こ
と

で
、
特
に
小
売
業
の
廃
業
は
商
店
街

の
衰
退
に
繋
が
る
。
ま
た
、
新
宿
区

の
商
工
施
策
を
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
事
業
者
が
多
い
。
�
こ
の
調
査
結

果
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。
�

今
後
の
商
工
業
対
策
は
。
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�
売
上
高
動
向
等
産
業
構
造

に
様
々
な
二
極
化
、
小
売
飲
食
業
な

ど
売
上
に
厳
し
い
状
況
、
世
代
交
代
、

区
の
施
策
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

等
調
査
の
結
果
取
り
組
む
べ
き
課
題

が
把
握
で
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

産
業
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
く
。

�
中
小
企
業
支
援
策
の
充
実
強
化
を

図
る
と
と
も
に
区
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
文
化
と
産
業
の
融
合
や

ビ
ジ
タ
ー
ズ
産
業
の
振
興
を
図
る
。

事
業
継
承
に
は
後
継
者
問
題
、
空
き

店
舗
対
策
を
充
実
。
現
在
商
店
街
活

性
化
策
に
商
店
会
加
入
を
推
進
。
加

入
業
者
へ
の
融
資
制
度
も
検
討
す
る
。

中
央
教
育
審
議
会
の
中
間
報
告

「
審
議
の
ま
と
め
」に
つ
い
て

質
問

中
央
教
育
審
議
会
は
中
間
報

告
を
発
表
。
そ
の
基
本
は
主
要
教
科

の
授
業
時
間
数
の
増
と
総
合
学
習
の

時
間
の
減
で
あ
る
。
今
回
の
見
直
し

は
「
生
き
る
力
」
を
伝
え
る
こ
と
や

「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成
」

の
指
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
、

授
業
時
間
数
の
減
で
知
識
の
習
得
が

不
十
分
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
低

下
へ
の
認
識
不
足
を
挙
げ
て
い
る
。こ

れ
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

答
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中
間
報
告
は
、
現
行
の
学
習

指
導
要
領
の
理
念
「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ

課
題
の
解
決
に
必
要
な
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
を
は
ぐ
く
み
、
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う

こ
と
が
重
要
と
認
識
。
学
校
教
育
は

子
供
の
生
き
る
力
を
育
成
し
時
代
を

切
り
開
く
担
い
手
を
育
て
る
こ
と
が

使
命
。「
審
議
の
ま
と
め
」
を
生
か

し
つ
つ
、
家
庭
、
地
域
と
一
体
と
な

り
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
。

こ
の
他
に
「
多
重
債
務
者
の
把
握
」、

「
成
人
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
」
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
松
政
子

質
問

高
齢
者
医
療
負
担
の
軽
減
策

と
し
て
、「
�
後
期
高
齢
者
対
象
の

健
診
事
業
の
自
己
負
担
の
無
料
化
」、

「
�
区
に
よ
る
葬
祭
費
の
支
給
」、「
�

入
院
時
の
保
険
適
用
外
の
自
己
負
担

へ
の
一
定
の
助
成
制
度
の
実
施
」
を

再
三
質
問
し
て
き
た
。
現
在
の
検
討

段
階
は
。
高
齢
者
に
と
っ
て
は
切
実

か
つ
待
っ
た
な
し
の
問
題
。
重
ね
て

早
期
実
現
を
強
く
求
む
。
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�
高
齢
者
の
負
担
感
に
配
慮

し
、
自
己
負
担
分
を
区
が
負
担
す
る

方
向
で
検
討
。
�
葬
祭
費
用
へ
の
負

担
感
を
考
慮
。
葬
祭
費
を
支
給
す
る

方
向
で
検
討
。
�
助
成
対
象
経
費
が

医
療
費
の
保
険
適
用
外
で
あ
り
、
対

象
の
判
定
の
困
難
さ
な
ど
か
ら
、
入

院
見
舞
金
支
給
の
方
向
で
検
討
。

新
基
本
構
想
・
総
合
計
画
に
つ
い
て

質
問

議
会
で
の
質
疑
等
を
踏
ま
え
、

内
容
の
見
直
し
が
あ
っ
た
が
、�「
区

民
」
の
定
義
を
修
正
し
た
意
図
は
。

�
「
新
宿
力
」
と
い
う
言
葉
を
ど
の

よ
う
に
区
民
へ
浸
透
さ
せ
て
い
く
の

か
。
�
高
齢
者
福
祉
等
に
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
視
点
か
ら
の
検
討
は
。

�
「
成
果
指
標
」
が
「
資
料
」
か
ら

本
編
の
各
個
別
目
標
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

施
策
の
進
行
管
理
を
し
て
い
く
の
か
。
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�
検
討
の
結
果
、「
集
い
、

憩
う
」
人
を
外
し
、「
活
動
す
る
」

人
を
入
れ
、
公
共
的
活
動
を
担
う
区

民
の
姿
を
よ
り
明
確
に
し
た
。
�
イ

ベ
ン
ト
や
広
報
紙
等
に
標
語
や
ロ
ゴ

と
し
て
、
区
民
が
こ
の
言
葉
に
親
し

む
環
境
を
整
え
る
。
�
今
回
上
程
の

基
本
構
想
と
総
合
計
画
に
追
記
。
ま

た
、
第
一
次
実
行
計
画
に
お
い
て
、

高
齢
者
福
祉
施
策
を
中
心
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
拡
充
の
方
向
。
�

成
果
指
標
は
、
施
策
の
達
成
程
度
を

測
定
す
る
物
差
し
。
総
合
計
画
終
了

の
２９
年
度
で
の
個
別
目
標
の
達
成
レ

ベ
ル
を
数
値
で
設
定
。
毎
年
度
実
施

の
行
政
評
価
に
て
活
用
し
、
進
行
管

理
を
行
い
、
施
策
等
の
見
直
し
や
予

算
編
成
と
の
連
携
も
図
る
。

区
政
情
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問

区
民
に
一
番
身
近
な
情
報
伝

達
で
あ
る
「
広
報
し
ん
じ
ゅ
く
」
に

つ
い
て
、
�
よ
り
一
層
の
充
実
を
。

�
配
布
方
法
と
し
て
、
新
聞
未
購
読

者
で
希
望
す
る
方
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
検
討
す
べ
き
で
は
。
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�
ペ
ー
ジ
数
の
増
や
地
域
情

報
等
も
含
め
た
区
政
情
報
を
発
信
。

�
新
聞
販
売
店
等
配
布
場
所
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
個
別
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
は
具
体
的
方
法
を
検
討
。

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問

�
先
進
事
例
と
し
て
、
就
学

前
幼
児
が
調
理
体
験
の
中
で
食
の
本

質
を
学
ぶ
「
キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
」
が

全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本

区
で
の
モ
デ
ル
設
置
を
。
�
西
早
稲

田
中
学
校
が
友
好
都
市
伊
那
市
高
遠

町
の
農
作
物
を
使
用
し
て
「
給
食
を

用
い
た
食
育
」
を
実
践
。
�ア
教
育
委

員
会
の
評
価
は
。
�イ
こ
う
し
た
事
例

の
拡
大
を
。
�
区
民
へ
の
食
育
対
策

は
。
�
家
族
で
大
切
な
の
は
と
い
う

内
閣
府
の
調
査
で
、「
一
緒
に
食
事

を
す
る
」
と
い
う
回
答
が
６
割
。
区

役
所
の
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
「
家

族
で
食
事
の
日
」
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
し
て
区
か
ら
発
信
を
。
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�
既
存
施
設
の
活
用
で
幼
児

だ
け
で
の
料
理
教
室
が
で
き
る
環
境

を
整
備
。
�
�ア
す
ば
ら
し
い
取
り
組

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
強
行
実
施
に
異
義
あ
り

災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

このままの後期高齢者医療では高齢者悲鳴！避難所ではみんなで助け合い励まし合いが大切

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』

負
担
軽
減
策
実
現
を
強
く
求
む

新
宿
区
議
会
公
明
党

高齢者の負担軽減に温かい施策を

代

表

質

問

代
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共

産

民

主

新
無
ク

社

会

自

民

公

明

共

産

民

主

自

民

民

主

自

民

み
。
各
学
校
に
事
例
提
供
。
�イ
課
題

も
あ
る
が
、
各
学
校
の
食
育
リ
ー
ダ

ー
等
を
中
心
に
学
校
給
食
で
の
食
の

教
育
を
支
援
。
�「
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
母
親
学

級
等
で
の
知
識
啓
発
や
地
域
セ
ン
タ

ー
で
の
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

料
理
教
室
等
事
業
を
実
施
。
食
育
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
進
め
る
。

ま
た
、
学
校
で
は
、
実
践
事
例
集
の

配
布
・
活
用
や
給
食
を
通
し
て
の
地

域
と
の
交
流
な
ど
を
実
施
。
�
「
ノ

ー
残
業
デ
ー
」
と
は
別
途
検
討
。

私
立
幼
稚
園
と
区
立
幼
稚
園
の

保
護
者
負
担
の
格
差
是
正
に
つ
い
て

質
問

�
保
育
料
格
差
へ
の
認
識
は
。

�
入
園
料
と
保
育
料
へ
の
補
助
金
の

増
額
、
所
得
制
限
の
緩
和
な
ど
の
検

討
状
況
は
。
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�
私
立
幼
稚
園
は
、
区
の
幼

児
教
育
を
共
に
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
。

公
私
格
差
の
是
正
は
大
切
な
課
題
。

�
入
園
料
と
保
育
料
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
区
立
と
比
べ
依
然
と
し

て
格
差
大
き
い
。
補
助
の
増
額
と
所

得
制
限
の
緩
和
を
検
討
。

こ
の
他
に
「
組
織
の
見
直
し
」、

「
文
化
・
芸
術
振
興
」、「
減
災
対

策
」、「
新
し
い
健
診
制
度
」、「
新

た
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
向
け

て
の
取
り
組
み
」、「
新
時
代
の
図
書

館
行
政
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

な
す
雅
之

質
問

平
成
６
年
度
ま
で
実
施
し
て

い
た
が
、
�
研
修
対
象
者
、
年
間
派

遣
人
数
は
。
�
実
施
方
法
、
研
修
テ

ー
マ
等
は
。
�
海
外
研
修
の
意
義
と

止
め
た
理
由
。
復
活
は
。
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�
部
課
長
・
係
長
・
３
級
主

事
歴
５
年
以
上
の
者
、
計
６
名
。
�

８
〜
１５
日
間
、
欧
米
中
心
に
派
遣
。

テ
ー
マ
は
区
の
行
政
課
題
に
限
定
。

選
考
委
員
会
で
派
遣
者
を
選
考
。
�

財
政
非
常
事
態
宣
言
で
見
直
し
。
得

た
知
識
等
の
区
政
へ
の
還
元
の
意
義

は
十
分
認
識
。
復
活
は
今
後
の
課
題
。

沢
田
あ
ゆ
み

司
書
と
栄
養
士
の
全
校
配
置
を

質
問

�
学
校
図
書
館
に
専
任
司
書

は
不
可
欠
。
�ア
図
書
購
入
費
の
充
実

と
�イ
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
へ
の
独
自
の

予
算
措
置
を
。
�
栄
養
士
の
�ア
食
育

の
推
進
に
お
け
る
役
割
の
認
識
は
。

�イ
全
校
配
置
に
つ
い
て
見
解
は
。
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�
�ア
今
後
も
学
校
図
書
の
充

実
を
図
る
。
�イ
区
立
図
書
館
か
ら
の

司
書
派
遣
や
「
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

新
宿
」
事
業
で
学
校
図
書
館
の
充
実

図
る
。
�
�ア
重
要
。
�イ
食
育
の
組
織

的
推
進
の
た
め
、
都
に
予
算
を
要
望
。

平
間
し
の
ぶ

高
齢
者
の
見
守
事
業
に
つ
い
て

質
問

孤
独
死
に
つ
い
て
�
区
の
認

識
は
。
�
区
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

�
戸
山
団
地
住
民
に
よ
る
独
自
事
業

に
対
す
る
区
の
関
わ
り
は
。
�
孤
独

死
対
策
の
今
後
の
見
通
し
は
。
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�
温
か
い
地
域
社
会
づ
く
り

が
問
題
の
解
決
の
基
本
。
�
各
部
署

が
連
携
し
安
否
確
認
事
業
を
拡
充
。今

年
度
、情
報
誌
配
布
事
業
を
開
始
。�

意
欲
的
な
取
組
み
と
し
て
評
価
成
果

を
伺
い
参
考
に
。�
安
否
確
認
事
業
の

連
携
・
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
。

の
づ
た
け
し

表
現
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て

質
問

�
人
と
直
接
触
れ
合
う
体
験

か
ら
何
か
を
発
見
し
、
学
び
取
る
表

現
教
育
の
活
動
が
注
目
。
区
と
し
て

表
現
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
見

解
は
。
�
表
現
教
育
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
実
験
的
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
す
る
方
法
は
。

答
弁

�
演
劇
活
動
等
の
体
験
は
表

現
力
を
高
め
る
た
め
に
効
果
的
。
各

学
校
で
も
行
事
や
教
科
の
中
で
実
施
。

�
今
後
も
多
様
な
手
法
を
工
夫
し
、表

現
力
を
高
め
る
教
育
の
充
実
を
支
援
。

山
田
敏
行

地
域
資
源
の
発
掘
・
周
知
で

自
治
意
識
の
高
揚
を
図
れ

質
問

地
域
の
歴
史
的
・
文
化
的
な

財
産
を
通
し
て
地
域
へ
の
愛
着
を
深

め
る
必
要
あ
り
。
�
ど
う
思
う
か
。

�
橋
・
道
・
横
丁
へ
の
説
明
板
設
置
、

命
名
促
進
を
。
�
ミ
ニ
博
物
館
の
拡

充
を
。
�
区
民
参
加
で
百
選
選
定
を
。

答
弁

�
現
在
の
文
化
施
策
の
取
組

み
を
よ
り
総
合
的
に
推
進
。
�
橋
と

道
は
推
進
。
横
丁
は
別
途
検
討
。
�

検
討
。
�
広
範
な
意
見
を
頂
き
、
区

民
の
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

下
村
治
生

ま
ち
づ
く
り
と
文
化
資
源
の

活
用
に
つ
い
て

質
問

�
新
宿
区
有
形
・
無
形
文
化

財
へ
そ
の
性
格
を
考
慮
し
た
補
助
を
。

�
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

を
。
�（
仮
）新
宿
文
化
ロ
ー
ド
構
想

に
区
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
。

答
弁

�
資
金
的
な
支
援
他
を
総
合

的
に
検
討
。
�（
仮
）新
宿
文
化
観
光

ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
機
能
を
も
た
せ
る
こ

と
を
検
討
。
�
新
宿
文
化
ロ
ー
ド
の

連
携
の
輪
に
加
わ
る
仕
組
み
を
整
え
、

相
乗
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
。

赤
羽
つ
や
子

新
た
な
分
別
で
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

質
問

新
分
別
で
の
牛
込
・
落
合
地

区
モ
デ
ル
収
集
で
資
源
ご
み
大
幅
増
。

�
分
析
は
。
�
予
測
量
の
達
成
見
込

は
。
�
感
想
は
。
�
高
齢
者
向
け
パ

ン
フ
を
。
�
今
後
の
推
進
計
画
は
。

答
弁

�
不
燃
ご
み
５
割
減
少
。
一

層
の
取
組
み
必
要
。
�
十
分
可
能
。

�
意
識
・
理
解
高
ま
っ
た
が
、
一
層

取
組
み
強
化
。
�
広
報
、
チ
ラ
シ
等

を
高
齢
者
に
も
よ
り
わ
か
り
や
す
い

よ
う
改
善
。
�
説
明
会
等
様
々
な
活

動
展
開
し
、
周
知
徹
底
に
努
力
。

阿
部
早
苗

貧
困
に
苦
し
む
区
民
へ
の
施
策
を

質
問

�
生
活
保
護
制
度
の
理
解
促

進
の
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
区
役
所
や
出
張
所
に
置
い
て
は
。

�
多
重
債
務
者
救
済
の
た
め
、
区
役

所
に
相
談
員
を
常
駐
配
置
し
、
各
種

相
談
窓
口
と
の
連
携
や
庁
内
外
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、取
組
強
化
を
。

答
弁

�
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」

を
活
用
し
、
本
庁
・
出
張
所
資
料
コ

ー
ナ
ー
に
置
き
、
理
解
促
進
し
て
い

く
。
�「
多
重
債
務
特
別
相
談
」実
施

を
検
討
。
総
合
的
な
取
組
を
進
め
る
。

お
の
け
ん
一
郎

国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

質
問

�
四
谷
税
務
署
移
転
後
の
跡

地
に
、
国
有
財
産
特
別
措
置
法
を
活

用
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
を
。
�
第
八
機
動
隊
移
転
後
の
敷

地
を
戸
山
公
園
内
総
合
運
動
場
代
替

地
と
し
て
検
討
を
。
�
合
同
庁
舎
新

設
時
に
統
計
局
脇
の
区
道
の
拡
幅
を
。

答
弁

�
特
養
ホ
ー
ム
の
必
要
性
を

勘
案
し
動
向
を
見
守
る
。
�
大
き
さ

や
形
状
か
ら
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、都
立

戸
山
公
園
内
の
整
備
を
要
請
。�
建
設

計
画
の
具
体
化
に
際
し
改
め
て
要
請
。

お
ぐ
ら
利
彦

小
中
学
校
連
携
教
育
に
つ
い
て

質
問

�
四
谷
地
区
で
の
小
中
連
携

教
育
の
評
価
と
西
戸
山
地
区
で
の
取

り
組
み
は
。
�
地
域
協
働
学
校
と
の

関
連
性
を
含
め
、
今
後
の
連
携
教
育

は
。
�
学
校
間
だ
け
で
な
く
い
ろ
い

ろ
な
連
携
も
必
要
で
は
。

答
弁

�
連
携
教
育
推
進
の
大
変
良

い
モ
デ
ル
。
西
戸
山
地
区
で
も
推
進
。

�
四
谷
地
区
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル

に
地
域
や
学
校
の
実
情
に
応
じ
進
め

る
。
�
地
域
の
多
様
な
人
材
資
源
を

結
集
し
連
携
協
力
を
深
め
る
。

久
保
合
介

無
年
金
定
住
外
国
人
問
題
の
解
決
を

質
問

�
１９８２
年
の
国
民
年
金
法
改
正

で
国
籍
条
項
が
廃
止
さ
れ
、
定
住
外

国
人
も
加
入
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
一
部
の
方
が
年
金
受
給
の
権
利

を
奪
わ
れ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
区
の
見
解
は
。
�

無
年
金
定
住
外
国
人
を
対
象
に
し
た

新
宿
区
特
別
給
付
金
制
度
の
検
討
を
。

答
弁

�
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
応

す
べ
き
。
引
き
続
き
救
済
措
置
を
講

じ
る
よ
う
要
望
。
�
年
金
制
度
の
動

向
を
見
守
り
な
が
ら
検
討
進
め
る
。

吉
住
は
る
お

特
に
危
険
な
地
域
に
お
け
る
震
災
対
策
は

質
問

�
特
に
危
険
な
地
域
で
の
建

築
物
等
の
耐
震
化
推
進
の
取
り
組
み

は
。
�
今
後
の
建
築
物
等
の
耐
震
化

推
進
策
は
。
�
消
防
活
動
の
資
器
材

を
収
納
す
る
防
災
施
設
の
検
討
を
。

答
弁

�
他
地
域
と
比
較
し
て
手
厚

く
助
成
。
実
績
が
上
が
ら
な
い
現
状

は
認
識
。
�
防
災
ベ
ッ
ド
等
の
設
置

補
助
を
検
討
。
建
築
物
の
倒
壊
の
危

険
性
を
マ
ッ
プ
で
周
知
、
耐
震
化
へ
。

�
地
元
消
防
署
、
消
防
団
と
協
議
、

区
が
で
き
る
こ
と
を
検
討
。

意
義
あ
る
区
職
員
の
海
外
研
修
制
度
の
即
刻
復
活
を

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

海外の先進事例を職員の糧に

会派略称：

自 民＝自由民主党新宿区議会議員団

公 明＝新宿区議会公明党

共 産＝日本共産党新宿区議会議員団

民 主＝民主党新宿区議会議員団

新無ク＝新宿区議会無所属クラブ

社 会＝社会新宿区議会議員団

花マル＝新宿区議会花マルクラブ

代
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問
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本
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
１７
件

の
請
願
・
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

採
択
・
不
採
択
の
結
果
が
出
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し

て
審
査
し
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
１

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
で
結
論
の
出
な
か
っ
た

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

新
た
に
提
出
さ
れ
た

も
の【
要
旨
・
審
査
結
果
】

今
定
例
会
で

審
査
し
た
も
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

□
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情１９

陳
情
第
３０
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

新
宿
区
で
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
が
行
え
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

を
政
府
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
、

介
護
保
険
事
業
を
充
実
さ
せ
る
よ
う

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
１９
陳
情
第
３１
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

件
名
の
趣
旨
の
意
見
書
を
採
択
し
、

東
京
都
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
定
住
外
国
人
高
齢
者
・
障
害
者
に

対
す
る
福
祉
特
別
手
当
に
関
す
る
陳

情
１９
陳
情
第
３２
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

年
金
受
給
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

無
年
金
高
齢
者
定
住
外
国
人
と
無
年

金
障
害
者
定
住
外
国
人
に
対
し
、
国

民
年
金
法
の
抜
本
的
改
正
実
現
ま
で

の
間
、
新
宿
区
独
自
の
特
別
給
付
金

制
度
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

□
高
田
馬
場
第
一
保
育
園
の
廃
園
反

対
に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
３３
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

１

同
園
を
廃
園
と
せ
ず
、
公
営
の

ま
ま
存
続
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

２

保
護
者
の
意
見
を
反
映
し
た
民

営
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
て

く
だ
さ
い
。

□
高
田
馬
場
第
一
保
育
園
の
民
営
化

に
お
け
る
事
業
者
選
定
と
移
行
に
関

す
る
陳
情

１９
陳
情
第
３４
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

１

透
明
度
の
高
い
事
業
者
選
定
を
。

２

子
ど
も
達
の
混
乱
を
最
小
限
に

す
る
た
め
同
園
で
培
わ
れ
た
保
育

が
民
間
業
者
に
継
承
さ
れ
る
よ
う

指
導
を
。

３

区
の
責
任
で
先
行
民
営
園
と
公

立
保
育
園
全
体
の
保
育
の
質
の
検

証
を
。

□
落
合
第
六
幼
稚
園
の
存
続
と
区
立

幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
拡
大
を
求
め

る
陳
情

１９
陳
情
第
３５
号（
文
教
委
員
会
）

１

同
園
の
存
続
に
つ
と
め
る
こ
と
。

２

区
立
幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
拡

大
を
す
す
め
る
こ
と
。

今
定
例
会
後
に

審
査
を
始
め
る
も
の

□
小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
の
継

続
に
つ
き
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願１９

請
願
第
６
号
、１０
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

減
免
措
置
の
恒
久
化
を
目
指
し
、

平
成
２０
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
、

東
京
都
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

□
負
担
水
準
が
６５
％
を
超
え
る
商
業

地
等
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
き
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

１９
請
願
第
７
号
、１１
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

負
担
水
準
の
上
限
を
６５
％
に
引
き

下
げ
る
軽
減
措
置
を
、
平
成
２０
年
度

以
降
も
継
続
す
る
よ
う
東
京
都
に
意

見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
小
規
模
住
宅
用
地
の
都
市
計
画
税

の
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
き
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

１９
請
願
第
８
号
、１２
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

軽
減
措
置
の
恒
久
化
を
目
指
し
、

平
成
２０
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
、

東
京
都
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

□
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

に
お
け
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願１９

請
願
第
９
号
、１３
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
免
税
点
を
基
礎
控
除
に
改
め
、
控

除
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
申
告
期
限
を
３
月
１５
日
ま
で
と

す
る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

□
原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
改
善
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
３６
号（
福
祉
健
康
委
員
会
）

原
爆
症
認
定
審
査
が
原
爆
被
害
の

実
態
に
み
あ
っ
た
制
度
に
改
善
さ
れ

る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

□（
仮
称
）「
神
楽
坂
山
吹
町
計
画
」

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
計
画

に
関
す
る
陳
情

１９
陳
情
第
３７
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

同
計
画
が
近
隣
の
住
環
境
と
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
著
し
く
損
な
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
町
会
を
は
じ

め
近
隣
住
民
の
要
望
を
取
り
入
れ
る

よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

□
ケ
ー
ビ
ー
バ
ス
百
人
町
線
に
関
す

る
陳
情

１９
陳
情
第
３８
号（
環
境
建
設
委
員
会
）

存
続
・
増
便
の
支
援
策
を
区
と
し

て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
審
査
中
の
う
ち

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

□
広
報
し
ん
じ
ゅ
く
を
左
開
き
に
せ

よ
と
い
う
陳
情

１９
陳
情
第
２９
号（
総
務
区
民
委
員
会
）

友
好
提
携
都
市
伊
那
市
訪
問

新
宿
区
と
旧
高
遠
町
が
江
戸
時
代

に
遡
る
縁
で
昭
和
６１
年
に
友
好
提
携

を
結
ん
で
以
来
、
議
会
間
で
も
相
互

交
流
を
行
い
、
友
好
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

一
昨
年
７
月
に
、
市
町
村
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
「
伊
那
市
」
と
友
好

提
携
が
結
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
両

議
会
の
初
め
て
の
交
流
を
行
う
た
め
、

新
宿
区
議
会
は
１１
月
１５
日
に
伊
那
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
伊
那
市
庁
舎
で
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
し
た
市
議
会
代
表

の
皆
様
の
歓
迎
を
受
け
、
市
内
の
自

然
や
観
光
資
源
、
地
元
産
業
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
会
で

は
、
伊
那
市
議
会
議
員
と
親
交
を
深

め
な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

政
治
倫
理
条
例
等
の

改
正
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
か
ら
議
長
に
対

し
、
審
査
請
求
手
続
き
等
の
整
備
の

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
で

検
討
を
行
い
、
条
例
の
一
部
改
正
を

１２
月
１２
日
の
本
会
議
で
可
決
し
、
併

せ
て
施
行
規
程
も
一
部
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
、
審
査
請
求
の

た
め
の
署
名
活
動
を
行
う
場
合
、
事

前
に
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査

事
項
に
つ
い
て
の
規
定
を
追
加
し
た

こ
と
等
で
す
。
条
例
・
規
程
と
も
に

１２
月
１２
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し

た
。今

回
改
正
さ
れ
た
条
例
・
規
程
は
、

全
文
を
区
議
会
事
務
局
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
新
宿
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
部
欄
外
参
照
）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

政
治
倫
理
審
査
会
の

審
査
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

政
治
倫
理
審

査
会
は
、
設
置

か
ら
２
年
が
経

過
し
、
委
員
の

任
期
が
満
了
と

な
っ
た
た
め
、

１２
月
に
審
査
会

を
開
催
し
て
新
た
な
委
員
の
委
嘱
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
委
員
の
う

ち
６
名
が
再
任
、
２
名
が
新
任
と
な

り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
議
決
し
た

（
要
旨
）

意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
議
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民
法
７７２
条
の
嫡
出
推
定
に

関
す
る
運
用
の
見
直
し
を

求

め

る

意

見

書

離
婚
後
に
生
ま
れ
た
子
に
関
す
る

「
嫡
出
推
定
」
の
規
定
は
、
制
定
か

ら
１００
年
以
上
た
っ
た
今
、
時
代
に
合

わ
な
く
な
っ
て
お
り
、
離
婚
後
３００
日

以
内
の
出
生
届
は
前
夫
の
戸
籍
に
入

る
た
め
、
届
を
出
さ
ず
に
無
戸
籍
と

な
っ
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

２００７
年
５
月
実
施
の
特
例
で
救
済
さ

れ
る
の
は
全
体
の
１
割
程
度
で
、
離

婚
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス

の
多
い
離
婚
前
妊
娠
に
つ
い
て
救
済

を
求
め
る
声
が
強
い
こ
と
か
ら
、
子

ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
、
嫡
出
推

定
の
救
済
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
を

国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

取
り
調
べ
の
可
視
化
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

検
察
や
警
察
の
取
り
調
べ
の
全
過

程
を
録
画
・
録
音
す
る
「
取
り
調
べ

の
可
視
化
」
は
、
自
白
の
任
意
性
、

信
用
性
を
迅
速
・
的
確
に
判
断
す
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
裁
判
員
制
度

導
入
に
と
っ
て
不
可
欠
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
、
冤
罪
事
件
防
止
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
２００９
年
５

月
に
施
行
予
定
の
裁
判
員
制
度
実
施

ま
で
に
、
速
や
か
に
実
現
す
る
よ
う

国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

産
科
・
小
児
科
医
療
体
制
の

充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書

全
国
的
な
産
科
・
小
児
科
医
療
機

関
の
減
少
、
と
り
わ
け
救
急
医
療
体

制
の
衰
微
は
、
出
産
・
育
児
へ
の
不

安
を
大
き
く
し
て
お
り
、
少
子
化
が

進
み
国
の
将
来
が
懸
念
さ
れ
る
現
状

の
打
開
の
た
め
に
も
、
そ
の
対
策
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

産
科
・
小
児
科
の
医
師
や
看
護
師

等
の
減
少
へ
の
対
策
を
講
じ
、
そ
の

確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な
た

め
、
診
療
報
酬
の
改
定
や
医
師
・
看

護
師
等
の
勤
務
条
件
改
善
等
を
行
い
、

産
科
・
小
児
科
医
療
に
従
事
し
や
す

い
環
境
整
備
の
早
急
な
実
現
を
、
国

会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

請請
願願
・・
陳陳
情情

皆
様
か
ら

の
処
理
状
況

託
さ
れ
た

新
た
に（
仮
称
）自
治
基
本
条
例
検
討
連
絡
会
議

を
設
置
し
ま
し
た

１１
月
２
日
、
新
宿
区
議
会
と
新

宿
区
は
「（
仮
称
）
新
宿
区
自
治

基
本
条
例
」の
制
定
に
向
け
て「
検

討
連
絡
会
議
」
を
共
同
で
設
置
す

る
こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ
協
議
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
自
治
基

本
条
例
は
、
自
治
の
あ
り
方
の
基

本
理
念
・
基
本
原
則
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
、
こ
の
連
絡
会
議
で

は
条
例
制
定
に
向
け
て
の
考
え
方

や
課
題
・
論
点
等
に
つ
い
て
、
意

見
の
交
換
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

協議書を取り交わす桑原議長（右）と中山区長（左）

議
員
研
修
会
を
開
催

去
る
１１
月
２９
日
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
テ
ー
マ
に
議
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
区
の
資

源
清
掃
対
策
室
ご
み
減
量
担
当
副
参

事
を
講
師
と
し
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
理
の
現
状
や
資
源
回
収
に
つ
い
て
、

具
体
例
を
挙
げ
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ご
み
問
題
は
区
民
生
活
に
密

着
し
た
問
題
で
、
区
民
の
関
心
も
高

い
た
め
、
講
義
後
の
質
疑
で
は
、
多

く
の
議
員
か
ら
、

新
し
い
分
別
方
法

や
区
民
へ
の
周
知

方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

謹
ん
で
区
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。本

号
は
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
議

長
、
各
会
派
の
ご
あ
い
さ
つ
と
抱
負
、

そ
し
て
第
４
回
定
例
会
の
様
子
を
中

心
に
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
た

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

編
集
委
員

桑
原

公
平

く
ま
が
い
澄
子

下
村

治
生

小
松

政
子

沢
田

あ
ゆ
み

小
野

き
み
子

根
本

二
郎

本
紙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
調
査
管
理
係

電
話

５
２
７
３
‐
３
５
３
４

あ
と
が
き

新宿区は、環境への負荷を少なくし、未来の環境を創造するまちづくりを推進しています。
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